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第 17回 理事会・通常総会

第 17回理事会 。通常総会は、令和 2年 2月 19日 (水 )北海道立道民活動センター (かでる 2.7)で開

催しました。理事会は定数 13名の内、出席者 9名 (書面表決者 4名 )、 通常総会の出席者は個人会員

162名 、団体会員 59団体の内、委任状提出者を含めて 208名が出席しており会場には 94名に出席し

ていただきました。

通常総会に先立ち、NPO法人来林定正会長から

「平素よ l,、 わたくしどもの事業活動に格別なご理

解とご協力をいただいていますことを心より厚 くお

礼申しあげます.

当法人は、地域社会の生活と産業活動の賜である

港の効果的、効率的利用の促進と港を|ヽ そとした街づ

くりに係る広報事業、港と暮らしに係る教育文化事

業、防災・災害復旧に関する事業を行うとともに、

これらの活動を行う団体などへの支援を行っている

ところであります。現在取 り組んでいる主な事業は

港への理解と利用促進に係る広報活動 として、みな

と見学会、みなとパネル展、みなとサポー ト事業な

どを実施しています
`〕

みなと街づく|)の 支援事業と

してみなと座談会を開催し、さらに港湾、空港、漁

港の防災業務及び災害復旧に係る広報支援事業とし

て防災エキスパー トの研修会、大規模災害の発生に

備えた施設点検等の実施訓練に取 |,組 んでいるとこ

ろであ |,ま す

本日の通常総会では、令和元年度の事業報告及び

令和 2年度の事業計画などについてお諮 りしますの

でご審議のほどよろしくお願いしますこむすびにあ

た I)ま して会員各位のご健勝 とご活躍を祈念しま

す _」 と挨拶があ |,ま した
`〕

ご来賓として出席していただきました、北海道開

発局港湾空港部長魚住聡様からは「北海道みなとの

文化振興機構第 17回 の総会が開催されることを心

からお喜び中し上げます。また会員の皆さま方にお

かれましては日頃から北海道開発行政、特に港湾行

政に多大なるこ理解とご支援をいただいていること

に感謝いたしております.貴 1務 会はみなとの利用促

進・みなとを核とした街づ くりとして、教育文化活

動や広報事業に取 り組んでいただいてお |,ま す=私
どもの事務所で開催されるイベントや港まつ |)でパ

ネル展や人的支援をしていただいたり、シンポジウ

●
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ムみなとの協賛をいただいた |)、 女性ネットワーク

を長きにわたって支えていただいていることに感謝

中し上げます。もう一点大事な役割を担っていただ

いている防災関係について、防災エキスパー トは今

年度岩内の総合防災訓練に参加 し協力をいただき、

一昨年は胆振東部地震で初めて防災エキスパー トと

して出動していただき感謝 してお |,ま す:防 災エキ

スパー トは今年 12月 に 9名 を新たに認定 しました

ので、この方々の活躍されることを期待しておりま

すこ最後に港湾関係の更なる振興発展に向けまして

産学官一致団結しまして、皆様方の一層のご支援と

ご協力をお願い中し llげるととも|こ
■
`様力のご健1勝

と港の文化振興機構のネ:ヽ 々のご発展を祈念します。」

とご挨拶をいただきました。

議案の内容について下記 とお |)承認 されました―

第 1号議案 (令和元年度事業報告 )

1 定款の事業名 i巷への理 11′ |と 利 |‖ 促進に係わる

広「k活動及び支援

11み なとサポー ト業務

みなと見学会 3港 (6H問 |、

パネル展   2港 (3日 間)

12)み なとパネル展

令和元年 11月 27日 (水 )「ザ・シンポジウムみ

なとin小樽」の開催に協賛して小樽市民センター

で開催

(3)広 報誌「伝言板」の発刊

31号 を平成 31年 4月 、32号 を令和元年 11月

に発刊

(4)着 ぐるな (「 ぽ―とん」くん・「べいくりん」ちゃ

ん)貸付事業 (有償)

イベントなどで 8件の利用

15)記 念グッズの配布 (無償 )

ノー ト、ボールペン&マーカー、着 ぐるなシー

ルを 14箇所に配布

2 定款の事業名 港湾・空港・漁港の防災業務及

び災害復旧に係る活動・支援

(1)防 災エキスパー ト支援

令和元年 6月 26日 (水)北 海道開発局 TEC―

FORCE研修 (5名参加 )

令和元年 7月 17日 (水)北 海道開発局 TEC―

FORCE研修 (5名参加)
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北海道開発局防災エキスパー ト
(港湾 0空港 0漁港)

目

○新規登録者認証式

イ)不||,こ イ1112サ 19111月 |´ |ヒ |チリli立 ||卜lイさ|‖jl巷
i/サ

`ノ

トキ
'巻

11:

長本 |こ おいて防災エキスバー |ヽ 新規今録者li忍、定式が

行われました 今年度は 9名の方が港湾空港部幹部

立会の中、魚住 聡港湾空港部長よ |)登録通知証の

交付を受けました
=

なお、今年度 6名の方が送任し、防,tエ キスハー

|ヽ 登録者は 35名 とな |,ま した ,今 後、本体制で活

」!力 していくこと|こ な |,ま す

は地震災害が発生しています_

北海道‖|1振

't部

地震では、北海道 111il発 liljの 港湾・

空港・漁港防災エキスハー |ヽ 制度が、
｀

「 成 18年 ‐1月

に制定されて以来、初めて発動 し、現地に参集して

いただき、
~白

山」における入浴・洗濯・給水支援活

動において、直轄職員のサポー トを行っていただき

ました。今後も、訓練や研修会にこ参加いただき、

いつ起こるかわからない災害ではあ |)ま すが、発生

した際には現」りに駆けつけ、i「 I:llili職 itを サホー トし

ていただけれ |ゴ 十いです

最後にな |,ま すが、今回新たに官部様、秋葉様、

柿崎様、鈴木様、小土様、上呼様、佐藤様、竹腰様、

若松様、 9名の方に防災エキスバー トの登録をさせ

ていただきました.是非、皆様の豊富な知見、経験

を生かし、ブ、規模災害発生時にはご尽力いただけま

すようお1頼 いいたします

。港湾空港部からの情報提供

港湾空港古|: 空港・防災i:果  |;方 災情報係長寺‖1卓

史様から防災エキスバー ト制度、市|1度 要綱及び活動

報告の説明をしていただきました:

活動報告では7月 27日 (十 ,岩 内港及び 10月 27

日|||」 )函館港において実施された大規|;t」也震・津′I,

総合1坊 災1訓 1羊
||〔 の実チ1色 とともに 2018年北海道|||1振東部

地震の際、li方 災エキスハートが直1陪 〕1載 員と共に平成

18年制度開始以来、初となる北陸地方整備局所属人

型1麦 渫兼油回収胎「白山」による人浴・洗濯・給水等

の支援活動を行った旨の報告をしていただきました。

・研修講演

防災エキスハー トの研修講演は |]本 データーサー

ビス 水 |:第 I部 方賀 :|IL様 、水 1昴 Ⅱiキ|: 越キ|||

聖志様から 2()18年 北海道|||1振 束1'||;地 震における |||!i

小牧港「束港区」の被害調査方法、対象被害施設及

び被害の1只[要等、詳細な報告をしていただきました
=

東港区「南護岸」の被災状況調査では ドローンを

用いることによ |,、 詞測困難箇所 1海 L側 ,、 高所 1市

護 |十 り(端 '等の li川 査が可能となったことからその有

効性が FI(lllさ れました

また、′」ヽ智111:志 様から|よ 3次
'し

||||:≒」データ |‐ 3次

几レーザースキャナー|に よ 1,得 られた点群データ

を用いた縦枝断測量、縦横断図作成作業等の概要と

ともに、各作業における言果題、困難さについても詳

||||に 説明 lン ていただきましたっ

新たに防災エキスパー トに登録 された 9名 の方々

○防災エキスパー ト研修会

今年度の北海道開発局防災エキ スパー ト研修会

は、岩内港および函館港において大規模地震・津波

総合 F方 災訓練が実施 されたこともあ |)、 12月 9日

1月 115時 30分 か ら札幌第一介同庁 告において防

'tエキスバ~卜 29名 が参力‖|ン て ||||(社 され ました

。主催者挨拶 (魚住 聡港湾空港部長 )

日頃から北海道の港湾・空港・(``港整「liに あた |,、

特段のご配慮 を賜 り、厚 く御礼を中し Lげるととも

に、71]に岩内港、10月 に函館港で開催致 しました、

大規模地震・津波総合防災訓練にご参加いただきあ

|)が とうございました.

さ
~ご

、 Jえが |■|は 」也,111・ 1-lti皮
・デ,ht々 1,σ )「 |″ヽ

`,tキ

lit‐多

発地帯でございます .北海道における地震 ・||:波 だ

けを見ても、平 |」k以降、平成 5年のflll路 沖地震、北

海道南西沖地震、平成 6年 には北海道東方沖地震、

平成 15年 には |‐ 勝沖地震 と続 き、そ して、平成 30

年に北海道胆振東部地震が発生 し、 5年 に 1日程度
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隠藁Ю

■令和 2年度 役員・事務局・支部体制

令和 2年度「特定非営利法人北海道みなとの文化振興機構」役員・事務局・支部体制について

役  員 事務局 支 部

役  職 氏    名

事 務 局 長 福 岡 康 宣

事務局次長 東   志 郎

事務局次長 市 来   隆

事務局次長 渡 部   優

事務局次長 原
・「

:

.し ヽ

事務局次長 斉 藤 賢 1党

事務局次長 大 前   豊

事務局次長 高 田 稔 年

事務局次長 秋 葉 洋

事務||lj ttlt 官 部 秀

事務局次長 渥 美 洋

事務局次長 鈴 木 ― 行

事務局次長 /ヽ     こL・  '¬
~~ア     フ丁て 不E

役  職 氏   名

会    長 栗 林 定 正

理 事 長 中 本」 信 之

理   事

理   事 宮 崎 英 樹

理   事 高 橋 喜

理   事 上 原 泰 正

理   事 百 瀬   治

理   事 栗 田   ′
1吾

理   事 川 合 紀 章

理   事 笹 島 隆 彦

理   事 真 LI   仁

理   事 大 西 育 子

理   事 片 石 温 美

理   事 福 岡 康 宣

監   事 吉 本 靖 俊

監   事 中 内   勲

個 曰 楓

(敬称略)

当機構事務局への連絡は、 ド記のいずれかでお願いします _

Tel i()11-727-371() Fax l()11-727-3710  E― mail i l)皿lka― nlD()(″ kanchi ol¬ p

なお、事務 |11は 、常じ|:体 制でないことから、ご返事を差 し llげるまで ■週||ll千

111お
時間をいただくことも

ございますので、何卒ご F承をお願いします_

また、当機構の活動状況は、ホームページでご覧になることができます
=

1lttpi_・ |、v、v、v.Ininatobunka― np(D inlo

特定非営利活動法人

北海道みなとの文化振興機構
〒001-0011札幌市北区北 11条西 2丁 目2番 17号

セントラル札幌北ビル 5F

役  職 氏    名

札幌支部長 石 島 隆 司

札幌支部次長 澤 合 英 治

函館支部長 ‖| 1寸   求

函館支部次長 鈴 木 勝 晴

苫小牧支部長 小 山 良 1月

苫小牧支部次長 秋 葉 1羊 一

釧路支部長 平 山 裕 義

釧路支部次長 本 間 久 雄

0

岩 倉 博 文


